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県内初！第４回ハローワーク業務改善コンクールにおいて 
ハローワーク島田の取組みが全国 3 位に入賞しました 

～10 月 19 日にハローワーク島田所において伝達表彰を実施します～ 

 

１ 伝達表彰式 
（１）日 時：平成 28 年 10 月 19 日（水） 16:45～ 

（２）場 所：島田公共職業安定所（島田市本通 1 丁目 4677-4 島田労働総合庁舎） 

（３）伝達者：野村静岡労働局長 

 

２ ハローワーク業務改善コンクールについて 
（１）内容・目的 

ハローワーク業務改善コンクールは、職員の自主性、創意工夫を生かしたサービス改善の取組を全国の

ハローワークから募集し、厳正な審査のうえ、優れた取組を表彰するものです。 

これにより優れた取組を全国的に共有・活用することを通じ、ハローワークサービスの更なる向上を図るこ

とを目的としています。平成 22 年から 2 年に１度実施しており、今回で 4 回目となります。 

（２）審査方法 

応募総数 128 件の中から予備審査を通過した 7 件について、ハローワーク所長または都道府県労働局

幹部がプレゼンテーションを行い、外部の方を含めた選考委員※が評価しました。上位3 位までは大臣表彰

となります。 

（３）コンクールの結果 

優 勝 愛知労働局ハローワーク名古屋中 
「障害者雇用における就労移行支援機関との連携～雇用率達成に向けた取り組み～」 

準優勝 大阪労働局ハローワーク大阪東 

「『雇いま専科！』活用大作戦」 

第３位 静岡労働局ハローワーク島田 

「「障害者雇用推進企業 職域開発見学会」～ハローワークによるコーディネート！企業＆就
労支援機関一体化！～」 

特別賞 ＵＩＪターン促進賞 千葉労働局ハローワーク館山 

「移住と就職を連携させた支援の実施」 

特別賞 保育人材確保促進賞 東京労働局ハローワーク池袋 

「保育士確保に向けた私立保育園園長会等との連携について」 

特別賞 事業所支援賞 神奈川労働局ハローワーク横浜南 

「企業団体との連携協定～連携強化でハローワークの利用促進と事業所サービス強化～」 

特別賞 若年者マッチング促進賞 大阪労働局ハローワーク梅田 

「企業及び学生・若年者のニーズに対応した合同企業説明会「Made in 大阪はすごい！世界
一・日本一企業集まる!!」の開催」 

                                            
※
 渡辺 伸治 氏株式会社渡辺製作所代表取締役社長、芦澤 直太郎 氏アシザワ・ファインテック株式会社代表取締役社長 

井上 邦夫 氏大日本印刷株式会社労務部長、坂田 雅裕 氏株式会社ジャパンビバレッジホールディングス人事部長 

肥塚 俊成 氏横浜銀行人財部長、生田正之厚生労働省職業安定局長、大西康之厚生労働省職業安定局次長 

奈尾基弘厚生労働省職業安定局総務課長 
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静岡労働局職業安定部職業安定課 

職業安定課長  水口 正明 

職業安定監察官 甲斐 忠則 
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平成 28 年 10 月 17 日（月） 



（４）ハローワーク島田の取組 

 「障害者を雇用したいがどうしたらよいかわからない」という企業側の雇用への不安を解消するため、

ハローワークと就労支援機関、特別支援学校が一体となって「職域開発見学会」を実施した。支援機

関のそれぞれの就労支援員が企業の担当者と一緒になってその企業を見学し、職務検討会を行うこ

とで、見学会を行った企業における障害者雇用を実現、ベストマッチングを推進する取組。 

 
 

厚生労働省幹部と記念撮影をするハローワーク島田の中村所長 

プレゼンテーションを行うハローワーク島田の中村所長 

 

  



取組の契機

企業

障害者雇用をしたい！

でも、どこに配置したらいいの？

企業の

課題

課題

共有

提案

実行

ハローワーク
大丈夫！
まずは一緒に考えましょう！

企業＆ハローワーク

プロの就労支援員も一緒に

検討してもらいましょう
・企業発展＆地域貢献を願う企業ニーズをキャッチ

・障害者雇用への不安・悩み（理解・情報不足）を把握

・企業内で解決しなければ・・との思い込み

取組前の状況

検討事項

昨年11月の事業所訪問で、「障害者雇用をしたい！が、不安・悩みを抱え
て前にすすめない」という企業の声を聴き、早急な支援が必要

業務改善能力が高い障害者就労支援員と一体となって障害者就労に向けて

考える場も導入した「職域開発見学会」を提案
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